
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※R5職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 5 課

令和７年度 部の運営方針書
産業振興部

63.2 53.2 10 人件費

【部の使命】
　２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた取組など、将来の社会情勢や経済環境を見据えた産業振興と雇用の確保・創出を図ります。

【部の目標】
①カーボンニュートラルコンビナートの推進
　２０５０年カーボンニュートラルの実現に向け、水素や木質バイオマス材の利活用による産業振興とともに、周南コンビナートの脱炭素化を推進します。

②中心市街地における賑わいの創出及び回遊性の強化
　中心市街地活性化基本計画に基づき、中心市街地の賑わいを創出するとともに、回遊性を強化します。

③持続可能な農業の推進
　集落営農法人等の地域農業の中心的な担い手の経営規模の拡大、スマート農業機械の導入などを支援するとともに、若者を中心とした就農・就業、定年帰農などを促
進します。

④農林業の持続可能性の確保
　農林業の持続可能性の確保に向けて、農業生産基盤であるほ場等の整備や林業生産基盤となる林業専用道等の整備を計画的に推進します。

⑤水産振興のための資源の確保
　稚魚の放流やタコツボの設置により、「つくり育てる漁業」の推進を図ります。

【行政経営への取組み】
■関係機関から情報収集等を行い、経済情勢や事業者ニーズに対応した事業の推進を図ります。
■「個別施設計画の充実」「建築物等の点検・診断の適正化」「建築物等の修繕・更新の適正化」：賑わい交流施設等の適切な管理、有料広告の推進
■社会情勢等の変化を踏まえて、イベントや補助金等の見直しを行います。
■社会情勢等の変化を踏まえて補助金等の見直しを行います。
■ブルーカーボン推進事業において、企業版ふるさと納税を検討する企業に対し、寄附したことで得られる企業価値や活動内容をPRし、税収を増やし、一般財源の
　 削減に努めます。

7,270

会計年度
任用職員

18,657

3,270,499

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 386,764

歳入予算額 2,290,775 歳出予算額 担当予算小事業数 93



産業振興部

３ 部の中期目標 （優先順）　第３次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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地域資源である「水素」や「木質バイオマス材」の利活用とともに、産学官民の連携により、周南
コンビナートの産業競争力の維持・強化とカーボンニュートラルの両立を推進します。

・中心市街地活性化基本計画に基づき、魅力ある中心市街地の再生・充実に取り組みます。
・徳山駅前賑わい交流施設を核とした駅前広場や自由通路等の公共空間・公共施設の利活用
の推進、各種イベント等の民間活動への支援等により、中心市街地の賑わいを創出します。

若い世代を中心としたＵＪＩターン就農や集落営農法人等への就業を国や県等と連携して支援
するとともに、地域計画に基づき、集落営農法人の広域化や異業種の法人の農業参入、農福
連携、半農半Ｘなどを促進し、多様な担い手を確保・育成します。
【新規就農・就業者数：158人】（R11年度累計）

森林組合や県と連携し、緑の雇用制度の活用や林業研修等を通じて、人材の確保・育成を図り
ます。
【新規林業就業者数：26人】（R7年度累計）

水産資源の維持と漁獲量の増加を目指し、稚魚の放流や産卵用たこつぼの設置を実施しま
す。

多様な担い手の確保と育成

都市拠点等の形成
中心市街地の拠点性の向上

・区画整理や水路・農道等の整備を進め、効率的かつ安定的な農業経営の確立を図ります。ま
た、老朽化した、ため池等の農業用施設の改修を関係者と協議しながら計画的に進めます。
【ほ場整備面積：818ha】（R7年度累計）
・林業事業体等が多機能で生産性の高い林業機械を導入して低コストで効率的な施業が行え
るよう、林業専用道等の整備や適切な維持管理を計画的に進めます。

目標 実現したい成果　（最終目標）推進施策
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産業

農林水産業の振興

生産基盤の整備

地産地消・地産外商の推進

産業
商工業の振興

地域ブランドの推進

産業
商工業の振興
カーボンニュートラルコンビナートの推進

産業

生活基盤

農林水産業の振興
生産基盤の整備

3

産業
農林水産業の振興
多様な担い手の確保と育成

産業
農林水産業の振興

市制度融資を活用した資金繰りの円滑化や、関係機関と連携した経営課題の解決や新商品開
発の支援などにより、中小企業等の振興を図ります。

安心・安全で快適な都市環境の整備により、回遊性の向上、商業等の生活サービス機能の増
進等を図ります。

道の駅ソレーネ周南のリニューアルや地域産品の売込みの強化やＰＲ、周南市地産地消推進
店の設置拡大を通じて、地域産品の消費や需要拡大を図ります。
【地産地消推進店認定：年3店】

7

生活基盤
都市拠点等の形成
中心市街地の拠点性の向上

中小企業等の経営安定化

5

産業
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地域ブランドの推進

災害に強いまちづくりの推進

山口県や漁協と連携し、研修から就業・定着までの一貫した経済的支援に取り組み、今後の水
産業を支える担い手である新規漁業就業者の確保を図ります。
 （前期基本計画最終目標：新規漁業就業者数　15人）

10

産業
農林水産業の振興
多様な担い手の確保と育成

12

生活基盤

南北自由通路と駅前広場を適切に維持管理します。
都市拠点等の形成
中心市街地の拠点性の向上

11

産業
就業支援サイトの利用促進や関係機関との連携の強化を図り、多様な人材の確保・育成、求職
者の就業促進を図ります。

商工業の振興
中小企業等の経営安定化

14

産業 林業経営の収益性の向上を図るため、分散している森林を集約し一体的な施業を行う取組を
推進するとともに、成長等に優れたエリートツリーや早生樹の植栽を促進します。また、木質バ
イオマス材の原料の効果的・安定的な供給を図るため、木質バイオマス材生産体制の構築を
市有林でモデル的に行います。

農林水産業の振興
生産体制の強化

13

産業 ・水稲から戦略作物・高収益作物への生産転換を推進し、経営所得の安定化を図ります。
・トマト・ほうれんそう・いちご・わさびの生産については、施設の導入やスマート化などを重点的
に支援し、産地形成を図ります。
・地域計画に基づいて、地域農業の中心的な担い手へ農地の集積・集約化を図ります。

農林水産業の振興
生産体制の強化

16

産業
地域特性や優位性等の情報発信と補助制度等による支援を基本に、関係機関との連携を密に
して、新たな企業進出や既存企業の事業拡大等を促進します。

商工業の振興
企業立地の促進と新産業の創出

15

防災・安全
・海岸保全施設長寿命化計画に基づき、対策工事を実施し、背後地を災害から防護する機能を
長期的に確保します。
・漁港施設の長寿命化計画に基づき、対策工事を実施し、漁村地域の環境保全を図ります。

河川等の適切な管理と施設改修・整備の推進

18

産業
森林所有者をはじめ、森林組合、造林公社、県等の機関との連携を図り、森林の適正管理を計
画的に進めます。

農林水産業の振興
農山漁村の公益的機能の発揮

17

産業 ・道の駅ソレーネ周南を拠点に、安全安心で品質に優れた地域産品を広くＰＲするとともに、安
定的な流通が見込める、特に優れた商品は、重点的・戦略的に売り込み等を行い地域産品の
認知度の向上や消費拡大を図ります。
・市内産農林水産物等を活用した6次産業化や農商工連携の取り組みを関係機関と連携して
支援することで、農林漁業者の所得向上を図ります。
【6次産業化等の取組の件数：年2件】

地域産品のブランド力の向上
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20

産業
周南市創業支援等協議会を通じて、商工会議所や金融機関などと連携した創業相談・講座の
開催、若い世代への創業機運の醸成を図り、市内における創業を推進します。

商工業の振興
中小企業等の経営安定化

19

産業 ・大島、戸田地区に加えて、新たな地区での実施に向けて、更なるブルーカーボン生態系の拡
大を目指します。
・ブルーカーボンの取組により魚の捕りやすい環境を作り、漁獲量を増やし、水産振興に繋げま
す。
 （前期基本計画最終目標：ブルーカーボン創出箇所　3箇所）

農林水産業の振興

農山漁村の公益的機能の発揮

22

防災・安全

地震や集中豪雨などによる災害の防止、農村地域の防災力の向上を図ります。
災害に強いまちづくりの推進
河川等の適切な管理と施設改修・整備の推進

21

産業
地域住民と共に各地域の実状にあった被害防止対策を推進し、農作物被害の軽減や、市民の
安全安心を守ります。

農林水産業の振興
農山漁村の公益的機能の発揮

24

産業
中小企業等の勤労者が安心して就労できるよう、各種融資制度の充実や退職金制度などの普
及を図ります。

商工業の振興
中小企業等の経営安定化

23

産業
・漁船とプレジャーボートの利用調整を図るためのフィッシャリーナ施設の利用を進め、開かれ
た魅力ある漁村づくりを目指します。
・魚礁の設置、漁場の環境保全を推進し、生産基盤の整備を図ります。

農林水産業の振興
生産基盤の整備

26

産業 ・市民への安心安全な水産物の安定的な供給を行います。
・水産物の消費拡大のため、魚食普及活動やPR活動等を行います。
・水産物市場においては、施設の老朽化に対し、計画的な修繕・改修を実施し、施設の長寿命
化を図ります。

農林水産業の振興
生産基盤の整備

25

産業
経年劣化が進行する市場施設について、予防保全型管理と長寿命化対策を計画的に実施し機
能の維持を図るとともに、品質管理や衛生管理の面の高機能化を図ります。

農林水産業の振興
生産基盤の整備

28

産業 ・地元の水産物や加工品を利用した水産物ブランドのPR活動や情報発信を行います。
・しゅうなんおさかな大使が行うPR活動や情報・魅力の発信に協力し、地域の漁業振興を図り
ます。
・さかなまつり、山口県豊魚祭の開催に協力します。

地域ブランドの推進
地域産品のブランド力の向上

27

産業
医療関連事業や環境エネルギー関連事業など、今後成長が期待される分野、また、カーボン
ニュートラルを推進する事業への支援により、新産業の創出を促進します。

商工業の振興
企業立地の促進と新産業の創出


